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〔
商
法
　
四
三
ご

青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
に
関
す
る
職
務
発
明
に
つ
い

て
の
特
許
を
受
け
る
権
利
が
会
社
に
承
継
さ
れ
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
た
事
例（

難
雛
篠
蝶
継
）

判例研究

〔
判
示
事
項
〕

　
本
件
発
明
は
職
務
発
明
に
該
当
し
、
特
許
法
三
五
条
に
い
う
「
勤

務
規
則
そ
の
他
の
定
」
に
該
当
す
る
社
規
が
存
在
し
た
ほ
か
、
遅
く

と
も
本
件
発
明
が
さ
れ
る
前
ま
で
に
は
、
職
務
発
明
に
つ
い
て
会
社

が
特
許
を
受
け
る
権
利
を
承
継
す
る
旨
の
黙
示
の
合
意
が
成
立
し
て

い
た
と
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
本
件
発
明
の
特
許
を
受
け
る
権
利
に
つ

い
て
は
、
原
告
と
被
告
会
社
と
の
間
で
、
こ
れ
を
被
告
会
社
に
譲
渡

す
る
旨
の
個
別
の
譲
渡
契
約
も
成
立
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、

本
件
発
明
に
つ
い
て
の
特
許
を
受
け
る
権
利
は
、
特
許
法
三
五
条
の

規
定
の
効
果
と
し
て
、
発
明
者
か
ら
会
社
に
承
継
さ
れ
た
も
の
と
い

う
べ
き
で
あ
る
。

〔
参
照
条
文
〕

　
特
許
法
三
五
条

〔
事
　
実
〕

　
Y
会
社
は
、
蛍
光
体
や
電
子
工
業
製
品
の
部
品
・
素
材
の
製
造
販

売
及
び
研
究
開
発
等
を
目
的
と
す
る
株
式
会
社
で
あ
る
。
X
は
、
Y

会
社
の
元
従
業
員
で
あ
り
、
現
在
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ

バ
ー
バ
ラ
校
の
教
授
で
あ
る
。
X
は
、
昭
和
五
四
年
三
月
、
徳
島
大

学
工
学
部
修
士
課
程
を
卒
業
後
、
Y
会
社
に
入
社
し
、
半
導
体
発
光

素
子
等
の
研
究
・
開
発
に
従
事
し
た
。
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X
は
、
平
成
二
年
九
月
こ
ろ
、
窒
素
化
合
物
半
導
体
結
晶
膜
の
成

長
方
法
に
関
す
る
発
明
で
あ
る
、
本
件
発
明
を
発
明
し
た
。

　
Y
会
社
特
許
室
は
、
平
成
二
年
九
月
こ
ろ
、
保
全
依
頼
書
に
替
わ

る
定
型
書
式
の
「
特
許
・
実
用
新
案
登
録
出
願
依
頼
書
」
（
以
下

「
出
願
依
頼
書
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
同
室
に
備
え
置
く
こ
と
と

し
た
。
出
願
依
頼
書
の
表
紙
裏
側
に
は
、
「
譲
渡
証
書
」
と
題
さ
れ

た
書
式
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
標
題
と
し
て
冒
頭
部
に
「
譲
渡
証

書
」
と
印
刷
さ
れ
、
記
入
年
月
日
の
欄
に
続
い
て
、
不
動
文
字
で

「
譲
受
人
　
徳
島
県
阿
南
市
上
中
町
4
9
1
番
地
1
0
0
　
日
亜
化

学
工
業
株
式
会
社
　
代
表
者
A
殿
」
と
印
刷
さ
れ
、
次
い
で
、
「
譲

渡
人
」
と
印
刷
さ
れ
た
欄
に
は
、
不
動
文
字
に
よ
る
「
住
所
　
徳
島

県
阿
南
市
上
中
町
4
9
1
番
地
1
0
0
　
日
亜
化
学
工
業
株
式
会
社

本
社
工
場
内
」
と
の
印
刷
に
続
い
て
、
「
氏
名
」
「
印
」
と
印
刷
さ
れ
、

発
明
者
・
考
案
者
で
あ
る
従
業
員
が
氏
名
を
署
名
し
、
印
章
を
押
捺

す
る
た
め
の
空
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
書
面
の
下
部

に
は
、
不
動
文
字
で
「
下
記
の
発
明
又
は
考
案
に
つ
い
て
、
特
許
又

は
実
用
新
案
登
録
を
受
け
る
権
利
の
持
分
の
全
部
を
日
亜
化
学
工
業

株
式
会
社
に
譲
渡
し
た
こ
と
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
印
刷
さ
れ
、

次
い
で
「
記
発
明
・
考
案
の
名
称
」
と
印
刷
さ
れ
、
発
明
者
・
考

案
者
が
発
明
・
考
案
の
名
称
を
記
入
す
る
た
め
の
空
欄
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。

　
本
件
発
明
に
つ
い
て
原
告
か
ら
提
出
さ
れ
た
出
願
依
頼
書
に
は
、

表
紙
表
側
の
日
付
チ
ェ
ッ
ク
欄
の
「
特
許
室
受
」
欄
に
「
H
2

9
／
1
8
」
と
記
入
さ
れ
、
「
発
明
・
考
案
の
名
称
」
欄
に
「
M
O
C

V
l
D
成
長
装
置
と
成
長
方
法
」
と
記
入
さ
れ
、
「
発
明
・
考
案
者
」

の
欄
に
は
「
N
」
と
鉛
筆
書
き
で
署
名
さ
れ
、
「
発
明
・
考
案
の
概

要
」
の
欄
に
は
「
基
板
に
並
行
又
は
傾
斜
し
て
反
応
ガ
ス
を
吹
き
付

け
て
結
晶
成
長
さ
せ
る
」
と
記
入
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
裏
側
の
「
譲

渡
証
書
」
に
お
い
て
は
、
「
譲
渡
人
欄
」
の
「
氏
名
」
に
「
N
」
と

鉛
筆
書
き
で
署
名
さ
れ
て
お
り
、
押
印
欄
に
印
章
は
押
捺
さ
れ
て
い

な
い
。
こ
れ
ら
の
記
載
の
う
ち
、
表
紙
表
側
の
「
発
明
・
考
案
者
」

欄
及
び
表
紙
裏
側
の
譲
渡
証
書
の
「
譲
渡
人
氏
名
」
欄
の
鉛
筆
書
き

の
「
N
」
の
署
名
は
、
い
ず
れ
も
原
告
自
身
に
よ
り
自
署
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
件
発
明
に
つ
い
て
は
、
原
告
か
ら
明
細
書
作

成
用
紙
を
用
い
て
作
成
さ
れ
た
一
一
頁
に
わ
た
る
詳
細
か
つ
長
文
の

明
細
書
の
草
稿
が
提
出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
た

内
容
は
、
表
紙
上
部
欄
外
に
「
90
／
9
／
1
7
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る

部
分
を
除
き
、
す
べ
て
発
明
者
で
あ
る
原
告
自
身
が
自
ら
記
載
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
Y
会
社
は
、
平
成
二
年
一
〇
月
二
五
日
、
本
件
発
明
に
つ
き
X
を

発
明
者
、
Y
会
社
を
出
願
人
と
し
て
特
許
出
願
を
し
、
平
成
九
年
四

月
一
八
日
、
Y
会
社
を
特
許
権
者
と
し
て
設
定
登
録
（
特
許
第
二
六

66



判例研究

二
八
四
〇
四
号
）
を
受
け
た
（
そ
の
後
、
本
件
特
許
権
に
つ
い
て
は
、

特
許
異
議
（
平
成
一
〇
年
異
議
第
七
〇
〇
三
六
号
）
の
手
続
に
お
い

て
、
訂
正
請
求
が
さ
れ
、
明
細
書
の
「
特
許
請
求
の
範
囲
」
の
記
載

等
が
訂
正
さ
れ
た
）
。

　
本
件
発
明
の
特
許
出
願
の
後
も
X
は
多
数
の
発
明
を
し
、
こ
れ
ら

に
つ
い
て
も
出
願
依
頼
書
を
用
い
て
Y
会
社
内
の
出
願
事
務
が
行
わ

れ
た
が
、
そ
の
中
で
作
成
さ
れ
た
出
願
依
頼
書
の
中
に
は
、
表
紙
裏

側
の
「
譲
渡
証
書
」
の
譲
渡
人
欄
に
、
X
が
ボ
ー
ル
ペ
ン
又
は
万
年

筆
で
署
名
し
た
上
で
ス
タ
ン
プ
印
（
い
わ
ゆ
る
シ
ャ
チ
ハ
タ
・
ネ
ー

ム
）
を
押
印
し
た
も
の
、
X
が
署
名
し
た
上
で
ス
タ
ン
プ
印
を
押
印

し
て
い
る
が
、
共
同
発
明
者
で
あ
る
他
の
従
業
員
は
署
名
し
て
い
る

だ
け
で
押
印
し
て
い
な
い
も
の
な
ど
が
混
在
し
て
い
る
。

　
本
件
発
明
の
前
後
を
問
わ
ず
、
本
件
発
明
を
含
む
X
の
発
明
に
係

る
多
数
の
特
許
が
、
Y
会
社
を
出
願
人
と
し
て
特
許
出
願
さ
れ
、
Y

会
社
名
義
で
設
定
登
録
さ
れ
て
お
り
、
出
願
費
用
お
よ
び
設
定
登
録

さ
れ
た
後
の
更
新
料
等
の
維
持
費
用
も
す
べ
て
被
告
会
社
に
よ
り
負

担
さ
れ
て
い
た
。
X
は
、
本
件
発
明
を
含
む
こ
れ
ら
す
べ
て
の
発
明

に
つ
き
、
「
発
明
・
考
案
及
び
業
務
改
善
提
案
規
定
」
と
称
す
る
昭

和
六
〇
年
改
正
社
規
第
一
七
号
の
付
則
－
一
の
定
め
る
基
準
に
従
っ

て
、
特
許
出
願
時
に
一
万
円
、
設
定
登
録
時
に
一
万
円
（
合
計
二
万

円
）
の
褒
賞
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
X
は
、
平
成
一
一
年
末
に
退

社
し
、
現
職
に
就
い
た
。

　
X
は
、
平
成
二
二
年
八
月
二
三
日
、
本
件
発
明
に
つ
い
て
の
特
許

を
受
け
る
権
利
は
、
本
件
発
明
の
完
成
と
同
時
に
発
明
者
で
あ
る
X

に
原
始
的
に
帰
属
し
、
そ
の
後
、
現
在
に
至
る
ま
で
Y
会
社
に
承
継

さ
れ
て
い
な
い
と
主
張
し
て
、
Y
会
社
に
対
し
、
本
件
特
許
権
に
つ

い
て
持
分
一
〇
〇
〇
分
の
一
（
共
有
持
分
）
の
移
転
登
録
を
求
め
る

と
と
も
に
、
Y
会
社
が
本
件
特
許
権
を
過
去
に
使
用
し
て
得
た
利
益

に
つ
き
不
当
利
得
の
返
還
の
一
部
と
し
て
、
一
億
円
及
び
遅
延
損
害

金
の
支
払
を
求
め
提
訴
し
た
（
主
位
的
請
求
）
。
ま
た
予
備
的
に
、

仮
に
本
件
発
明
に
つ
い
て
の
特
許
を
受
け
る
権
利
が
職
務
発
明
と
し

て
Y
会
社
に
承
継
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
特
許
法
三
五
条
三
項
に

基
づ
き
、
発
明
の
相
当
対
価
の
一
部
請
求
と
し
て
、
本
件
特
許
権
に

つ
い
て
持
分
一
〇
〇
〇
分
の
一
（
共
有
持
分
）
の
移
転
登
録
並
び
に

一
億
円
及
び
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
求
め
（
予
備
的
請
求
そ
の
一
）
、

さ
ら
に
、
仮
に
、
特
許
法
三
五
条
三
項
に
基
づ
く
対
価
請
求
と
し
て
、

特
許
権
の
一
部
（
共
有
持
分
）
の
移
転
登
録
を
求
め
る
こ
と
が
許
さ

れ
な
い
場
合
に
は
、
同
項
に
基
づ
き
、
発
明
の
相
当
対
価
の
一
部
請

求
と
し
て
、
二
〇
億
円
及
び
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
求
め
て
い
る

（
予
備
的
請
求
そ
の
二
）
。

〔
中
間
判
決
判
旨
〕

　
本
件
発
明
に
係
る
特
許
を
受
け
る
権
利
が
承
継
さ
れ
た
旨
を
い
う
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Y
の
主
張
は
、
理
由
が
あ
る
。

　
「
特
許
法
三
五
条
二
項
の
定
め
る
『
契
約
』
で
あ
る
た
め
に
は
、

職
務
発
明
に
つ
い
て
の
特
許
を
受
け
る
権
利
若
し
く
は
特
許
権
を
使

用
者
等
に
帰
属
さ
せ
る
と
い
う
点
で
、
従
業
者
等
と
使
用
者
等
と
の

間
で
意
思
の
合
致
が
あ
れ
ば
足
り
る
も
の
で
あ
っ
て
、
両
者
に
お
い

て
、
そ
の
前
提
と
し
て
特
許
を
受
け
る
権
利
が
原
始
的
に
従
業
者
等

に
帰
属
す
る
こ
と
を
共
通
し
て
認
識
し
た
上
で
、
更
に
こ
れ
を
従
業

者
等
か
ら
使
用
者
等
に
移
転
す
る
と
い
う
認
識
を
も
共
通
し
て
有
す

る
こ
と
を
要
す
る
も
の
で
は
な
い
。
け
だ
し
、
特
許
法
三
五
条
二
項

な
い
し
四
項
は
、
権
利
を
使
用
者
等
に
帰
属
さ
せ
た
場
合
に
、
従
業

者
等
に
相
当
の
対
価
の
支
払
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
両
者
の
問
の
利
害
を
調
整
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
規
定
で

あ
り
、
『
相
当
の
対
価
』
の
額
は
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
客
観
的
に
決

定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
で
は
、
権
利
を
最
終
的
に
使
用

者
等
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
さ
え
い
れ
ば
よ
い
の
で
あ
り
、

当
事
者
が
権
利
の
移
転
経
緯
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
な
い

か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
一
般
に
、
権
利
の
移
転
を
内
容
と
す
る
契
約

に
お
い
て
は
、
最
終
的
な
権
利
の
移
転
先
に
つ
い
て
の
合
意
が
成
立

し
て
い
れ
ば
足
り
る
も
の
で
あ
っ
て
、
契
約
時
に
お
け
る
権
利
の
帰

属
に
つ
い
て
の
認
識
は
、
契
約
の
成
立
の
た
め
の
要
件
で
は
な
い
と

い
う
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
民
法
が
他
人
の
物
の
売
買
に
お

い
て
、
売
買
の
目
的
物
の
所
有
権
の
帰
属
に
つ
い
て
の
認
識
が
真
実

と
異
な
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
売
買
契
約
の
成
立
を
認
め
て
い
る
こ

と
に
照
ら
し
て
も
（
民
法
五
六
〇
条
な
い
し
五
六
四
条
参
照
）
、
明

ら
か
で
あ
る
。
」

　
「
特
許
法
三
五
条
所
定
の
『
契
約
、
勤
務
規
則
そ
の
他
の
定
』
に

該
当
す
る
契
約
等
に
相
当
対
価
に
関
す
る
条
項
が
置
か
れ
て
お
り
、

当
該
条
項
の
内
容
が
同
条
三
項
、
四
項
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
従
業
者
等
は
、
対
価
の
不
足
額
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
に
と
ど
ま
り
、
条
項
の
不
当
性
を
理
由
と
し
て
、
当
該
契

約
等
に
よ
る
特
許
を
受
け
る
権
利
等
の
使
用
者
等
へ
の
承
継
の
効
果

を
争
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」

　
「
職
務
発
明
に
つ
い
て
使
用
者
等
が
特
許
を
受
け
る
権
利
な
い
し

特
許
権
を
承
継
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
契
約
の
み
な
ら
ず
勤
務

規
則
そ
の
他
の
定
め
に
基
づ
く
場
合
で
も
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ

て
、
使
用
者
等
の
こ
の
よ
う
な
地
位
は
特
許
法
三
五
条
に
よ
り
使
用

者
等
に
与
え
ら
れ
た
法
定
の
権
利
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
仮
に
そ
れ
が
契
約
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
場
合
に
も
、
同
条

の
効
果
と
し
て
こ
れ
ら
の
権
利
が
使
用
者
等
に
承
継
さ
れ
た
後
に
お

い
て
は
、
も
は
や
発
明
者
た
る
従
業
者
等
は
同
条
三
項
、
四
項
の
規

定
に
よ
り
相
当
対
価
の
支
払
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
で
あ
っ

て
、
債
務
不
履
行
に
よ
る
契
約
解
除
等
を
理
由
と
し
て
権
利
の
承
継
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の
効
果
を
覆
す
こ
と
は
、
特
許
法
の
予
定
し
な
い
こ
と
と
し
て
許
さ

れ
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」

〔
研
　
究
〕

　
中
間
判
決
判
旨
賛
成
。

一
　
本
件
は
、
世
界
的
に
画
期
的
な
発
明
で
あ
る
青
色
発
光
ダ
イ
オ

ー
ド
を
開
発
し
た
現
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
校
教

授
で
あ
る
X
が
、
開
発
当
時
に
勤
務
し
て
い
た
Y
会
社
に
対
し
て
起

こ
し
た
訴
訟
の
中
間
判
決
（
民
事
訴
訟
法
二
四
五
条
）
で
あ
り
、
X

が
、
特
許
法
三
五
条
三
項
に
い
う
「
相
当
の
対
価
」
と
し
て
二
〇
億

円
を
予
備
的
に
請
求
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
注
目
が
集
ま
り
、
報
道
に

も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
現
行
特
許
法
は
、
旧
特
許
法
（
大
正
一
〇
年
法
律
九
六
号
）
を
昭

和
三
四
年
に
全
面
改
正
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
職
務
発
明
規
定
を
ど

の
よ
う
に
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
改
正
審
議
会
に
お
い
て
、

』
番
最
初
に
と
り
上
げ
ら
れ
、
最
後
に
な
つ
て
漸
く
結
論
を
み
た

ほ
ど
の
難
問
」
で
あ
っ
た
と
い
う
（
特
許
庁
編
『
工
業
所
有
権
制
度

改
正
審
議
会
答
申
説
明
書
』
二
〇
頁
）
。
二
〇
〇
二
年
七
月
に
知
的

財
産
戦
略
会
議
が
発
表
し
た
知
的
財
産
戦
略
大
綱
に
お
い
て
も
職
務

発
明
制
度
の
再
検
討
が
盛
り
込
ま
れ
（
窪
8
”
＼
＼
≦
≦
揖
ざ
旨
Φ
一
ぬ
9

甘
＼
甘
＼
ω
言
笹
＼
葺
Φ
ζ
＼
國
。
幕
一
＼
8
。
刈
8
琶
ぎ
F
耳
日
一
詰
－
一
－
㌣
一
）
、

ま
た
、
わ
が
国
と
同
様
に
、
特
許
を
受
け
る
権
利
を
従
業
者
等
に
帰

属
さ
せ
る
法
制
を
採
る
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
従
業
者
発
明
法

（
の
Φ
ω
Φ
言
ゆ
げ
震
》
ぎ
虫
9
魯
ヨ
R
Φ
益
づ
q
β
⇒
鴨
⇒
）
と
い
う
単
行
法

を
設
け
、
詳
細
な
規
定
を
有
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
数
多
く
の

問
題
が
現
れ
る
た
め
、
大
幅
な
改
正
法
案
が
示
さ
れ
る
な
ど
（
拙
稿

「
ド
イ
ツ
の
従
業
者
発
明
法
改
正
法
案
」
外
国
の
立
法
一
三
二
号
三

七
頁
）
、
職
務
発
明
に
関
す
る
課
題
は
多
い
。

　
他
の
先
進
諸
国
で
は
従
業
者
に
特
許
を
受
け
る
権
利
を
原
始
的
に

帰
属
さ
せ
る
と
い
う
法
制
を
採
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
英
国
に
お
い

て
は
、
職
務
発
明
は
使
用
者
に
属
す
る
こ
と
と
さ
れ
（
℃
簿
Φ
巨

》
9
お
ミ
三
九
条
）
、
そ
の
発
明
の
特
許
が
使
用
者
に
著
し
い
利
益

を
も
た
ら
し
た
場
合
な
ど
に
は
従
業
者
は
使
用
者
に
対
し
て
補
償
請

求
権
を
有
す
る
と
さ
れ
て
い
る
（
同
法
四
〇
条
・
四
一
条
）
。
ま
た
、

右
の
ド
イ
ツ
従
業
者
発
明
法
に
お
い
て
も
、
従
業
者
は
使
用
者
に
職

務
発
明
を
通
告
す
る
義
務
が
あ
る
一
方
（
五
条
）
、
使
用
者
は
そ
の

職
務
発
明
を
自
己
の
も
の
と
す
る
た
め
の
無
制
限
請
求
が
で
き
（
六

条
）
、
そ
の
結
果
と
し
て
職
務
発
明
に
関
す
る
す
べ
て
の
権
利
が
使

用
者
に
移
転
す
る
（
七
条
）
と
規
定
す
る
（
改
正
法
案
は
手
続
要
件

の
緩
和
・
簡
素
化
、
発
明
補
償
額
の
明
示
な
ど
が
中
心
で
あ
る
。
）
。

こ
の
意
味
で
、
本
件
の
よ
う
な
問
題
は
わ
が
国
に
特
有
の
問
題
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。

二
　
特
許
法
三
五
条
三
項
四
項
の
趣
旨
に
つ
い
て
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中
聞
判
決
は
、
そ
の
判
断
の
冒
頭
に
お
い
て
、
「
相
当
の
対
価
」

を
定
め
る
特
許
法
三
五
条
三
項
お
よ
び
四
項
が
強
行
規
定
で
あ
り
、

そ
の
額
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
に
は
、
司
法
機
関
で
あ
る
裁
判
所
に

よ
り
、
同
条
四
項
に
規
定
さ
れ
た
概
括
的
な
基
準
の
下
で
、
個
別
の

事
案
に
お
け
る
具
体
的
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
定
め
ら
れ
る
旨
等
を

強
調
し
て
述
べ
る
が
（
「
第
四
　
当
裁
判
所
の
判
断
」
中
、
一
お
よ

び
二
）
、
こ
れ
ら
の
事
柄
は
特
許
を
受
け
る
権
利
の
承
継
が
存
す
る

こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
主
位
的
請
求
に
対
す
る
判
断
以

前
に
現
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

本
件
発
明
に
つ
い
て
の
特
許
を
受
け
る
権
利
が
、
本
件
発
明
の
完
成

と
同
時
に
発
明
者
で
あ
る
X
に
原
始
的
に
帰
属
し
、
そ
の
後
、
現
在

に
至
る
ま
で
Y
会
社
に
承
継
さ
れ
て
い
な
い
と
主
張
し
て
、
Y
会
社

に
対
し
、
本
件
特
許
権
に
つ
き
持
分
一
〇
〇
〇
分
の
一
（
共
有
持

分
）
の
移
転
登
録
を
求
め
る
と
と
も
に
、
Y
会
社
が
本
件
特
許
権
を

過
去
に
使
用
し
て
得
た
利
益
に
つ
き
不
当
利
得
の
返
還
の
一
部
と
し

て
、
一
億
円
及
び
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
主
位
的
請
求
と
し
て
X
が

求
め
て
い
た
点
に
対
し
て
、
「
本
件
発
明
に
つ
い
て
の
特
許
を
受
け

る
権
利
は
、
特
許
法
三
五
条
の
規
定
の
効
果
と
し
て
、
発
明
者
で
あ

る
原
告
か
ら
被
告
会
社
に
承
継
さ
れ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
旨
を
い
う
被
告
の
主
張
は
、
理
由
が
あ
る
。
」
と
し
た
の

が
今
回
の
中
間
判
決
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
相
当
の
対
価
」
は
中
問

判
決
に
お
け
る
直
接
的
判
断
事
項
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
件

発
明
が
職
務
発
明
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
、
な
ら
び
に
本
件
発
明
に

係
る
特
許
を
受
け
る
権
利
の
X
か
ら
Y
会
社
へ
の
譲
渡
が
認
め
ら
れ

る
か
ど
う
か
が
中
間
判
決
の
焦
点
で
あ
る
。

三
　
本
件
発
明
の
職
務
発
明
該
当
性
に
つ
い
て

　
特
許
法
三
五
条
一
項
は
、
「
使
用
者
、
法
人
、
国
又
は
地
方
公
共

団
体
（
以
下
『
使
用
者
等
』
と
い
う
。
）
は
、
従
業
者
、
法
人
の
役

員
、
国
家
公
務
員
又
は
地
方
公
務
員
（
以
下
『
従
業
者
等
』
と
い

う
。
）
が
そ
の
性
質
上
当
該
使
用
者
等
の
業
務
範
囲
に
属
し
、
か
つ
、

そ
の
発
明
を
す
る
に
至
っ
た
行
為
が
そ
の
使
用
者
等
に
お
け
る
従
業

者
等
の
現
在
又
は
過
去
の
職
務
に
属
す
る
発
明
（
以
下
『
職
務
発

明
』
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
特
許
を
受
け
た
と
き
、
又
は
職
務
発
明

に
つ
い
て
特
許
を
受
け
る
権
利
を
承
継
し
た
者
が
そ
の
発
明
に
つ
い

て
特
許
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
特
許
権
に
つ
い
て
通
常
実
施
権
を

有
す
る
。
」
と
規
定
す
る
。
中
間
判
決
は
、
本
件
発
明
に
つ
き
「
被

告
会
社
は
、
蛍
光
体
や
電
子
工
業
製
品
の
部
品
・
素
材
の
製
造
販
売

及
び
研
究
開
発
等
を
目
的
と
す
る
会
社
で
あ
り
、
原
告
は
、
被
告
会

社
で
半
導
体
発
光
素
子
等
の
研
究
・
開
発
に
従
事
し
て
い
た
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
本
件
発
明
は
、
平
成
二
年
九
月
こ
ろ
、
原
告
が
被

告
会
社
の
従
業
員
と
し
て
在
職
中
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
窒
素
化
合

物
半
導
体
結
晶
膜
の
成
長
方
法
に
関
す
る
発
明
で
あ
る
。
以
上
に
よ
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れ
ば
、
本
件
発
明
は
、
被
告
会
社
の
業
務
範
囲
に
属
し
、
そ
の
従
業

員
で
あ
る
原
告
の
職
務
に
属
す
る
行
為
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ

る
」
と
し
て
、
そ
の
職
務
発
明
該
当
性
を
認
め
た
。
ま
た
、
X
の

「
本
件
発
明
は
、
被
告
会
社
社
長
の
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
の
研
究

を
中
止
し
て
高
電
子
移
動
度
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
研
究
を
す
る
よ
う
に

と
の
業
務
命
令
に
反
し
て
、
原
告
が
行
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
職

務
発
明
に
該
当
し
な
い
」
と
い
う
主
張
に
対
し
て
は
、
「
原
告
は
、

原
告
の
被
告
会
社
に
お
け
る
勤
務
時
間
中
に
、
被
告
会
社
の
施
設
内

に
お
い
て
、
被
告
会
社
の
設
備
を
用
い
、
ま
た
、
被
告
会
社
従
業
員

で
あ
る
補
助
者
の
労
力
等
を
も
用
い
て
、
本
件
発
明
を
発
明
し
た
の

で
あ
る
か
ら
、
原
告
主
張
の
よ
う
な
事
情
が
存
在
す
る
と
し
て
も
、

本
件
発
明
を
職
務
発
明
に
該
当
す
る
も
の
と
認
定
す
る
妨
げ
と
な
る

も
の
で
は
な
い
。
」
と
の
判
断
を
示
し
た
。
X
が
「
従
業
者
等
」
に
、

Y
会
社
が
「
使
用
者
等
」
に
、
ま
た
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
の
開
発

が
Y
会
社
の
業
務
範
囲
に
属
す
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
中
間
判
決
が
研
究
中
止
の
業
務
命
令
が
職
務
性
を
否
定
す

る
も
の
で
な
い
と
し
た
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
「
職
務
」
該
当
性
の
判
断
は
使
用
者
等
と
従
業
者
等
と
の
具
体
的

な
関
係
を
勘
案
し
て
、
個
別
的
に
判
断
が
行
わ
れ
、
使
用
者
等
か
ら

具
体
的
な
指
示
を
受
け
た
も
の
の
み
を
指
す
わ
け
で
な
い
こ
と
は
こ

れ
ま
で
の
裁
判
例
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
（
発
明
を
す
べ

き
命
令
等
を
と
く
に
受
け
て
い
な
く
と
も
技
術
担
当
取
締
役
に
生
産

性
向
上
の
た
め
の
技
術
改
良
任
務
を
認
め
た
事
例
と
し
て
最
判
昭
和

四
三
年
一
二
月
二
二
日
民
集
二
二
巻
二
二
号
二
九
七
二
頁
。
マ
ホ
ー

ビ
ン
の
製
造
・
販
売
を
業
と
す
る
会
社
の
商
品
試
験
所
長
が
な
し
た

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
製
マ
ホ
ー
ビ
ン
に
関
す
る
発
明
を
職
務
発
明
と
認
め

た
事
例
と
し
て
大
阪
地
判
平
成
六
年
四
月
二
八
日
判
時
一
五
四
二
号

二
五
頁
。
な
お
、
融
榔
製
品
販
売
会
社
の
市
場
開
発
・
販
売
企
画

に
従
事
す
る
取
締
役
が
な
し
た
融
邸
製
和
風
浴
槽
に
関
す
る
考
案
に

つ
い
て
企
業
の
業
務
範
囲
に
属
す
る
が
職
務
に
は
属
さ
な
い
と
し
た

事
例
と
し
て
東
京
高
判
昭
和
四
四
年
五
月
六
日
判
タ
ニ
三
七
号
三
〇

五
頁
。
）

　
X
は
研
究
中
止
の
業
務
命
令
が
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
に
職
務
発
明

該
当
性
を
否
定
す
る
が
、
こ
の
点
を
反
面
か
ら
解
す
れ
ば
、
X
も
業

務
命
令
が
あ
る
前
ま
で
の
研
究
活
動
が
職
務
に
当
た
る
こ
と
を
認
め

て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
仮
に
研
究
中
止
の
業
務
命
令
が
な
く
青

色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
に
関
す
る
発
明
が
完
成
し
た
と
す
る
と
、
こ
の

場
合
に
職
務
発
明
と
な
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
研
究
中

止
の
業
務
命
令
を
受
け
た
後
も
X
が
同
一
の
研
究
を
使
用
者
で
あ
る

Y
会
社
の
設
備
や
そ
の
従
業
員
で
あ
る
補
助
者
を
用
い
て
継
続
し
て

お
り
、
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
に
関
す
る
研
究
の
職
務
性
は
業
務
命

令
後
も
連
続
し
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
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四
　
本
件
発
明
に
係
る
特
許
を
受
け
る
権
利
の
譲
渡
に
つ
い
て

　
X
は
出
願
依
頼
書
の
「
譲
渡
証
書
」
に
署
名
し
て
い
る
が
、
次
の

よ
う
な
種
々
の
反
論
を
述
べ
、
特
許
を
受
け
る
権
利
の
Y
会
社
へ
の

譲
渡
が
な
か
っ
た
と
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
①
本
件
発
明
の
さ
れ

た
当
時
、
本
件
発
明
に
つ
い
て
の
特
許
を
受
け
る
権
利
が
原
始
的
に

X
に
帰
属
し
て
い
る
と
の
認
識
を
欠
い
て
い
た
か
ら
、
こ
れ
を
Y
会

社
に
譲
渡
す
る
旨
の
意
思
表
示
を
す
る
は
ず
が
な
く
、
Y
会
社
に
お

い
て
も
、
同
様
に
本
件
発
明
の
特
許
を
受
け
る
権
利
が
X
に
帰
属
す

る
と
の
認
識
を
欠
い
て
い
た
か
ら
、
X
か
ら
そ
の
譲
渡
を
受
け
る
旨

の
意
思
表
示
を
す
る
は
ず
が
な
い
、
②
Y
会
社
は
、
出
願
依
頼
書
の

「
譲
渡
証
書
」
欄
を
、
特
許
庁
か
ら
の
問
合
せ
が
あ
っ
た
場
合
に
備

え
て
の
形
式
上
の
書
類
と
考
え
て
い
た
か
ら
、
こ
れ
に
よ
り
譲
渡
契

約
が
成
立
す
る
は
ず
が
な
く
、
ま
た
、
署
名
が
鉛
筆
書
き
で
さ
れ
、

押
印
も
さ
れ
て
い
な
い
外
形
か
ら
見
て
も
、
X
が
譲
渡
意
思
を
持
っ

て
同
書
類
を
作
成
し
た
も
の
で
な
い
、
③
仮
に
、
出
願
依
頼
書
の
表

紙
裏
側
の
譲
渡
証
書
が
、
本
件
発
明
の
特
許
を
受
け
る
権
利
に
関
す

る
X
の
譲
渡
意
思
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
X
は
内

心
は
権
利
を
譲
渡
す
る
つ
も
り
が
な
く
、
譲
渡
証
書
に
署
名
し
て
も

契
約
の
効
力
を
生
じ
な
い
と
考
え
て
こ
れ
に
鉛
筆
で
署
名
し
た
も
の

で
あ
り
、
Y
会
社
は
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
、
民
法
九
三
条

但
書
の
適
用
（
心
裡
留
保
）
に
よ
り
、
当
該
譲
渡
契
約
は
無
効
で
あ

る
、
④
X
及
び
Y
会
社
の
双
方
と
も
、
本
件
発
明
に
つ
い
て
の
特
許

を
受
け
る
権
利
は
Y
会
社
に
原
始
的
に
帰
属
し
て
い
る
も
の
と
誤
解

し
て
お
り
、
同
権
利
が
X
に
帰
属
し
て
い
る
と
の
認
識
を
欠
い
て
い

た
か
ら
、
同
権
利
の
譲
渡
契
約
は
、
X
お
よ
び
Y
会
社
双
方
の
共
通

錯
誤
に
よ
り
無
効
で
あ
り
、
仮
に
共
通
錯
誤
に
該
当
し
な
い
と
し
て

も
、
X
に
は
動
機
の
錯
誤
が
あ
り
、
し
か
も
そ
の
錯
誤
は
主
と
し
て

Y
会
社
の
不
正
確
な
法
知
識
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
少
な
く
と
も
X
に
よ
る
承
諾
の
意
思
表
示
は
錯
誤
に
よ
り
無
効

で
あ
る
、
⑤
譲
渡
の
対
象
で
あ
る
本
件
発
明
の
経
済
的
価
値
は
少
な

く
と
も
一
億
円
で
あ
る
の
に
対
し
、
そ
れ
に
対
し
て
支
払
わ
れ
た
対

価
は
実
質
零
円
で
あ
っ
て
、
著
し
く
均
衡
を
欠
く
か
ら
、
本
件
発
明

の
特
許
を
受
け
る
権
利
の
譲
渡
契
約
は
、
強
行
規
定
で
あ
る
特
許
法

三
五
条
に
違
反
し
、
そ
の
点
が
X
に
明
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
点
に

お
い
て
労
働
基
準
法
一
五
条
一
項
に
も
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら

無
効
で
あ
り
、
ま
た
、
民
法
九
〇
条
（
公
序
良
俗
違
反
）
に
よ
っ
て

も
無
効
で
あ
る
、
⑥
本
件
訴
訟
に
お
い
て
予
備
的
請
求
と
し
て
相
当

対
価
の
一
部
と
し
て
二
〇
億
円
の
支
払
を
請
求
し
て
い
る
こ
と
に
関

連
し
て
、
訴
状
の
送
達
に
よ
り
二
〇
億
円
の
支
払
の
履
行
が
催
告
さ

れ
、
Y
会
社
が
履
行
遅
滞
に
陥
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
口
頭
弁
論
期
日

に
お
け
る
準
備
書
面
の
陳
述
に
よ
り
譲
渡
契
約
を
解
除
し
た
の
で
、

本
件
発
明
の
特
許
を
受
け
る
権
利
（
ひ
い
て
は
特
許
権
）
は
X
に
帰
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属
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
中
間
判
決
は
、
①
に
つ
き
「
『
譲
渡
証
書
』
に
は
、
不
動
文
字
で

『
下
記
の
発
明
又
は
考
案
に
つ
い
て
、
特
許
又
は
実
用
新
案
登
録
を

受
け
る
権
利
の
持
分
の
全
部
を
日
亜
化
学
工
業
株
式
会
社
に
譲
渡
し

た
こ
と
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。
』
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
原

告
は
自
ら
、
そ
の
譲
渡
人
欄
に
『
N
』
と
鉛
筆
書
き
で
自
署
し
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
原
告
と
被
告
会
社
と
の
間
で
、
本
件
発
明
の
特
許

を
受
け
る
権
利
を
原
告
か
ら
被
告
会
社
に
譲
渡
す
る
旨
の
意
思
表
示

の
合
致
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
明
確
に
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
、

②
に
つ
き
「
そ
も
そ
も
譲
渡
契
約
は
一
定
の
方
式
で
行
う
こ
と
を
要

件
と
す
る
法
律
行
為
（
要
式
行
為
）
で
は
な
く
、
ま
た
、
譲
渡
証
書

に
お
け
る
譲
渡
人
の
署
名
・
押
印
欄
に
つ
い
て
は
、
他
に
も
署
名
だ

け
で
押
印
を
欠
い
た
例
が
見
ら
れ
る
な
ど
…
…
、
必
ず
し
も
決
ま
っ

た
形
式
が
要
求
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
原
告
の

自
署
が
鉛
筆
書
き
で
あ
り
押
印
も
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
原
告
が

署
名
さ
れ
た
書
類
の
文
言
に
従
っ
た
意
思
表
示
を
行
っ
た
と
の
認
定

の
妨
げ
に
な
る
も
の
で
は
な
い
。
」
、
③
に
つ
き
「
本
件
に
お
い
て
は
、

原
告
が
、
本
件
発
明
に
つ
い
て
の
特
許
を
受
け
る
権
利
を
被
告
会
社

に
譲
渡
す
る
意
思
で
譲
渡
証
書
に
署
名
し
た
も
の
と
明
確
に
認
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
表
意
者
で
あ
る
原
告
が
契
約
と
し
て
の
効

果
を
生
じ
な
い
と
考
え
て
意
思
表
示
を
し
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
に
お
い
て
は
、
そ
も
そ
も
、
民
法
九
三
条

適
用
の
前
提
を
欠
く
。
」
、
④
に
つ
き
「
本
件
発
明
に
つ
い
て
は
、

…
…
出
願
依
頼
書
…
…
の
表
紙
裏
側
の
『
譲
渡
証
書
』
に
は
、
不
動

文
字
で
『
下
記
の
発
明
又
は
考
案
に
つ
い
て
、
特
許
又
は
実
用
新
案

登
録
を
受
け
る
権
利
の
持
分
の
全
部
を
日
亜
化
学
工
業
株
式
会
社
に

譲
渡
し
た
こ
と
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。
』
と
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
譲
渡
人
欄
に
原
告
が
氏
名
を
自
署
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
被

告
会
社
及
び
原
告
の
双
方
と
も
、
本
件
発
明
の
特
許
を
受
け
る
権
利

が
原
告
に
帰
属
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
こ
れ
を
被
告
会
社
に
譲

渡
す
る
意
思
で
上
記
譲
渡
証
書
を
作
成
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
原
告
の
錯
誤
の
主
張
は
、
そ
の
前
提
を
欠
く
も

の
で
あ
る
。
」
、
⑤
に
つ
き
「
特
許
法
三
五
条
所
定
の
『
契
約
、
勤
務

規
則
そ
の
他
の
定
』
に
該
当
す
る
契
約
等
に
相
当
対
価
に
関
す
る
条

項
が
置
か
れ
て
お
り
、
当
該
条
項
の
内
容
が
同
条
三
項
、
四
項
の
趣

旨
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
従
業
者
等
は
、
対
価
の
不

足
額
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
と
ど
ま
り
、
条
項
の
不
当
性
を

理
由
と
し
て
、
当
該
契
約
等
に
よ
る
特
許
を
受
け
る
権
利
等
の
使
用

者
等
へ
の
承
継
の
効
果
を
争
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
す
る
の
が
相

当
で
あ
る
。
ま
た
、
…
…
特
許
法
三
五
条
所
定
の
『
契
約
、
勤
務
規

則
そ
の
他
の
定
』
に
は
、
労
働
基
準
法
の
対
象
と
な
る
労
働
契
約
以

外
の
も
の
も
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
同
条
所
定
の
『
契
約
』
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に
つ
い
て
労
働
基
準
法
が
直
ち
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
し
、

特
許
法
三
五
条
三
項
、
四
項
の
規
定
を
強
行
規
定
と
解
す
る
以
上
、

労
働
基
準
法
一
五
条
一
項
の
定
め
る
明
示
の
要
件
が
そ
の
ま
ま
妥
当

す
る
も
の
で
も
な
い
。
」
、
⑥
に
つ
き
「
職
務
発
明
に
つ
い
て
使
用
者

等
が
特
許
を
受
け
る
権
利
な
い
し
特
許
権
を
承
継
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
契
約
の
み
な
ら
ず
勤
務
規
則
そ
の
他
の
定
め
に
基
づ
く
場

合
で
も
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
使
用
者
等
の
こ
の
よ
う
な
地

位
は
特
許
法
三
五
条
に
よ
り
使
用
者
等
に
与
え
ら
れ
た
法
定
の
権
利

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
仮
に
そ
れ
が
契
約
に
基
づ
く

も
の
で
あ
っ
た
場
合
に
も
、
同
条
の
効
果
と
し
て
こ
れ
ら
の
権
利
が

使
用
者
等
に
承
継
さ
れ
た
後
に
お
い
て
は
、
も
は
や
発
明
者
た
る
従

業
者
等
は
同
条
三
項
、
四
項
の
規
定
に
よ
り
相
当
対
価
の
支
払
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
で
あ
っ
て
、
債
務
不
履
行
に
よ
る
契
約
解

除
等
を
理
由
と
し
て
権
利
の
承
継
の
効
果
を
覆
す
こ
と
は
、
特
許
法

の
予
定
し
な
い
こ
と
と
し
て
許
さ
れ
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
。
」
と
し
て
、
す
べ
て
採
用
し
な
か
っ
た
。

　
①
な
い
し
④
に
つ
い
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
民
法
上
の
意
思
表
示
の
問

題
で
あ
る
。
中
間
判
決
は
、
不
動
文
字
で
「
下
記
の
発
明
又
は
考
案

に
つ
い
て
、
特
許
又
は
実
用
新
案
登
録
を
受
け
る
権
利
の
持
分
の
全

部
を
日
亜
化
学
工
業
株
式
会
社
に
譲
渡
し
た
こ
と
に
相
違
あ
り
ま
せ

ん
。
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
譲
渡
証
書
に
X
が
署
名
し
て
い
る
点
を

重
視
し
て
い
る
。
X
は
署
名
が
鉛
筆
で
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
押
印

が
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
譲
渡
意
思
の
不
存
在
も
し
く
は
意
思
と

表
示
の
不
一
致
を
主
張
す
る
が
、
中
間
判
決
の
述
べ
る
通
り
、
譲
渡

契
約
は
一
定
の
方
式
で
行
う
こ
と
を
要
件
と
す
る
法
律
行
為
で
は
な

い
。

　
⑤
に
つ
い
て
は
、
強
行
規
定
で
あ
る
特
許
法
三
五
条
三
項
違
反
が

特
許
を
受
け
る
権
利
の
譲
渡
契
約
を
無
効
に
し
う
る
か
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
同
項
が
強
行
規
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
契
約
、
勤
務
規

則
そ
の
他
の
定
の
条
項
に
定
め
た
報
酬
額
が
法
の
定
め
る
相
当
対
価

額
に
不
足
し
て
い
た
場
合
、
従
業
者
が
そ
の
不
足
額
を
請
求
で
き
る

こ
と
は
従
来
か
ら
説
か
れ
（
青
柳
玲
子
「
職
務
発
明
（
2
）
ー
対
価

請
求
権
（
特
許
・
実
用
新
案
）
」
『
裁
判
実
務
大
系
（
9
）
工
業
所
有
権

訴
訟
法
』
二
九
四
頁
、
福
田
親
男
「
職
務
発
明
」
『
民
事
弁
護
と
裁

判
実
務
八
』
三
七
八
頁
）
、
裁
判
所
が
実
際
に
算
定
を
行
っ
た
例
も

少
な
く
な
い
（
東
京
高
判
平
成
一
三
年
五
月
二
二
日
判
時
一
七
五
三

号
二
三
頁
、
大
阪
高
判
平
成
六
年
五
月
二
七
日
判
時
一
五
三
二
号
一

一
八
頁
、
大
阪
地
判
平
成
六
年
四
月
二
八
日
判
時
一
五
四
二
号
一
一

五
頁
、
東
京
地
判
平
成
四
年
九
月
三
〇
日
判
時
一
四
三
三
号
一
二
九

頁
な
ど
）
。
X
も
予
備
的
に
相
当
対
価
の
不
足
額
と
し
て
二
〇
億
円

を
請
求
し
て
い
る
こ
と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
中
間
判
決
の
述

べ
る
通
り
、
同
項
違
反
が
譲
渡
契
約
を
無
効
に
す
る
と
は
考
え
ら
れ
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な
い
。

　
そ
も
そ
も
、
同
項
が
定
め
る
の
は
、
特
許
を
受
け
る
権
利
を
承
継

さ
せ
た
と
き
に
相
当
の
対
価
の
支
払
い
を
受
け
る
こ
と
で
あ
り
、
承

継
の
効
果
を
生
ず
る
譲
渡
契
約
は
同
項
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
っ
て
、
法
的
な
次
元
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
条
文
の
文

言
上
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
X
は
労
働
基
準
法
一
五
条
一
項
違
反

を
主
張
す
る
が
、
同
項
は
「
使
用
者
は
、
労
働
契
約
の
締
結
に
際
し
、

労
働
者
に
対
し
て
賃
金
、
労
働
時
問
そ
の
他
の
労
働
条
件
を
明
示
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
点
、
Y
会

社
は
昭
和
六
〇
年
改
正
社
規
則
第
一
七
号
の
付
則
ー
一
に
お
い
て
褒

賞
金
額
等
を
明
示
し
て
い
る
（
金
額
の
妥
当
性
は
、
労
働
条
件
の
明

示
の
有
無
と
は
次
元
が
異
な
る
。
）
。
加
え
て
、
X
は
、
本
件
発
明
の

特
許
を
受
け
る
権
利
の
価
値
と
支
払
わ
れ
る
対
価
と
が
著
し
く
均
衡

を
欠
く
も
の
で
あ
る
か
ら
公
序
良
俗
違
反
（
民
法
九
〇
条
）
で
あ
る

と
す
る
。
し
か
し
、
相
当
対
価
の
金
額
を
最
終
的
に
決
定
で
き
る
の

は
裁
判
所
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
可
能
に
す
る
の
が
特
許
法
三
五
条

三
項
の
強
行
規
定
性
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
主
張
は
同
項
の
強
行

規
定
性
を
逆
に
軽
ん
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
⑥
に
つ
い
て
は
、
中
間
判
決
が
述
べ
る
通
り
、
特
許
法
の
予
定
し

な
い
こ
と
で
あ
る
。
特
許
権
は
、
審
査
を
経
て
設
定
登
録
に
よ
り
発

生
し
（
特
許
法
六
六
条
）
、
そ
の
移
転
等
に
つ
い
て
も
登
録
は
対
抗

要
件
で
は
な
く
効
力
発
生
要
件
と
な
っ
て
い
る
（
特
許
法
九
八
条
）
。

特
許
権
は
、
特
許
権
者
以
外
は
た
と
え
個
別
に
発
明
を
な
し
た
と
い

え
ど
も
そ
の
実
施
を
し
た
場
合
に
は
特
許
権
侵
害
と
な
る
絶
対
的
な

排
他
的
独
占
権
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
特
許
原
簿
へ
の
登
録
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
権
利
の
所
在
、
発
明
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
、

権
利
者
は
も
と
よ
り
他
の
研
究
開
発
者
や
利
用
者
に
も
資
す
る
も
の

で
あ
る
。
特
許
法
は
、
発
明
者
の
保
護
に
も
注
意
を
払
う
が
、
終
局

的
に
は
権
利
者
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
り
、
特
許
を
受
け
る
権
利
お

よ
び
特
許
権
の
移
転
が
認
め
ら
れ
る
以
上
、
発
明
者
と
権
利
者
が
異

な
る
こ
と
は
当
然
に
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
契
約

解
除
に
よ
り
特
許
を
受
け
る
権
利
、
ひ
い
て
は
特
許
権
が
自
己
に
帰

属
す
る
と
い
う
X
の
主
張
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
。
近
時
、
特

許
を
受
け
る
権
利
が
共
有
で
あ
る
場
合
に
、
他
の
共
有
者
の
持
分
譲

渡
を
実
際
に
は
受
け
て
い
な
い
一
共
有
者
が
な
し
た
冒
認
出
願
に
よ

り
付
与
さ
れ
た
特
許
権
に
つ
い
て
、
真
の
権
利
者
が
求
め
る
特
許
権

持
分
の
移
転
登
録
手
続
請
求
を
最
高
裁
が
認
め
た
（
最
判
平
成
二
二

年
六
月
ご
一
日
民
集
五
五
巻
四
号
七
九
三
頁
）
。
し
か
し
、
こ
の
事

件
に
お
い
て
は
、
冒
認
出
願
者
が
他
の
共
有
者
の
印
鑑
を
承
諾
を
得

ず
に
用
い
て
譲
渡
証
書
を
作
成
し
て
い
た
り
、
他
の
共
有
者
が
特
許

権
の
設
定
登
録
に
先
立
っ
て
、
特
許
を
受
け
る
権
利
の
持
分
を
有
す

る
こ
と
の
確
認
を
求
め
る
訴
訟
を
冒
認
出
願
者
に
対
し
提
起
し
て
い
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た
こ
と
な
ど
の
特
殊
な
事
情
が
認
め
ら
れ
、
⑥
の
よ
う
な
特
許
を
受

け
る
権
利
の
承
継
後
の
譲
渡
契
約
解
除
に
よ
る
遡
及
的
な
権
利
変
動

を
射
程
に
含
ん
で
い
な
い
（
実
際
、
最
高
裁
の
当
該
判
決
文
も
「
本

件
の
事
実
関
係
の
下
に
お
い
て
は
」
と
の
限
定
を
付
し
て
い
る
。
）
。

　
X
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
特
許
を
受
け
る
権
利
が
Y
会
社
に
承
継

さ
れ
て
い
な
い
と
す
る
と
、
そ
の
こ
と
は
特
許
無
効
審
判
請
求
事
由

と
な
る
（
特
許
法
一
二
三
条
一
項
六
号
）
。
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

の
特
許
に
関
し
て
は
多
数
当
事
者
に
よ
る
複
雑
な
係
争
が
あ
り
（
竹

田
和
彦
『
特
許
は
だ
れ
の
も
の
か
』
一
〇
五
頁
）
、
X
の
主
張
は
本

件
特
許
の
無
効
を
導
く
お
そ
れ
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
X
の
利

益
に
資
す
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
ま
た
、
移
転
登
録
請
求
の
対
象
を

特
許
権
の
持
分
一
〇
〇
〇
分
の
一
（
共
有
持
分
）
と
す
る
理
由
も
全

く
明
ら
か
で
な
い
。
特
許
を
受
け
る
権
利
は
X
と
Y
会
社
と
の
共
有

で
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
移
転
登
録
請
求
は
特
許
権
自
体
と
な

る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
「
相
当
の
対
価
」
と
し
て
の
移

転
登
録
請
求
は
立
法
者
意
思
に
反
す
る
。
旧
特
許
法
が
「
補
償
金
」

と
い
う
表
現
を
使
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、
現
行
法
が
「
対
価
」
と

し
た
の
は
、
内
容
自
身
を
変
更
し
た
わ
け
で
な
く
、
補
償
金
と
い
う

の
は
一
般
に
公
権
力
に
よ
り
権
利
の
制
限
を
受
け
た
場
合
に
使
用
さ

れ
る
の
で
あ
っ
て
、
自
由
意
思
に
よ
っ
て
譲
渡
し
た
よ
う
な
場
合
に

は
む
し
ろ
対
価
と
い
う
表
現
が
適
切
で
あ
る
の
で
改
め
た
か
ら
で
あ

る
（
前
掲
『
工
業
所
有
権
制
度
改
正
審
議
会
答
申
説
明
書
』
二
三

頁
）
。

　
な
お
、
中
間
判
決
は
、
本
件
発
明
が
さ
れ
る
前
ま
で
に
Y
会
社
と

従
業
員
と
の
問
で
、
職
務
発
明
に
つ
い
て
は
特
許
を
受
け
る
権
利
が

被
告
会
社
に
承
継
さ
れ
る
旨
の
黙
示
の
合
意
（
停
止
条
件
付
き
譲
渡

契
約
）
が
成
立
し
て
い
た
と
認
め
て
い
る
が
、
本
件
発
明
に
係
る
特

許
を
受
け
る
権
利
の
譲
渡
が
個
別
的
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

主
意
的
請
求
の
判
断
に
お
い
て
右
の
黙
示
の
合
意
の
認
定
ま
で
は
特

に
必
要
が
な
い
と
も
言
え
る
。
た
だ
し
、
「
相
当
の
対
価
」
の
判
断

を
示
す
終
局
判
決
に
お
い
て
、
黙
示
の
合
意
の
存
在
が
何
ら
か
の
影

響
を
有
す
る
場
合
が
存
す
る
た
め
に
判
断
が
な
さ
れ
た
可
能
性
も
あ

り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
終
局
判
決
を
待
ち
た
い
。

五
　
以
上
の
よ
う
に
、
本
件
発
明
は
職
務
発
明
に
該
当
し
、
本
件
発

明
に
係
る
特
許
を
受
け
る
権
利
は
有
効
に
Y
会
社
に
譲
渡
さ
れ
て
い

る
と
認
め
ら
れ
、
中
間
判
決
に
賛
成
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諏
訪
野
　
大

（
付
記
）
脱
稿
後
、
判
決
文
は
判
例
時
報
一
八
〇
二
号
三
〇
頁
に
掲

載
さ
れ
た
。
な
お
、
同
誌
で
は
、
原
告
が
「
中
村
修
二
」
と
記
さ
れ

る
な
ど
、
関
係
者
が
実
名
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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